
桔梗幼児園内 

  

  

 

『ハグハグ』℡ 67－1136  

開所時間 月曜～金曜日 8:30～17:00 

     土曜日       8:30～12:00 

※12:00～13:00 は室内・玩具の消毒のため利用できません。お弁当の持ち込みも中止です。 

  ジリジリとした太陽が照り付け、外出も億劫になる暑さですね。この暑さで、小さいお子さんを連れ

てのお出かけは大変ですよね。他のママたちはどうやって夏を楽しく過ごしているんだろう？快適な夏

の過ごし方は？そんな子育ての情報を集めにセンターに足を運んでみてはいいかがですか？ 

 残りの夏、せっかくなら笑顔で楽しく過ごせるといいですね。 
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2021年８月 1６日 

ひよこ親子遊びの様子 

4 日 どよう広場 10：00～11：30（ハグハグにて予約受付中） 

桔梗幼児園の広くて魅力的な園庭で遊べます！ 

お父さんも、この機会にぜひ足を運んでみてくださいね。 

21 日 ひよこ親子遊び 10:00～（要予約） 

親子でふれあい遊びや手作りおもちゃ作りを楽しめます。

親子遊びは全センター合わせて月1回の参加です。 

27日 栄養相談 10：30～（予約不要） 

離乳食や、食事の量など、毎日の食事で気になっているこ

とを栄養士さんに相談できます。 

28 日 閉所 

桔梗幼児園、運動会のため閉所させていただきます。 

９月の予定 

  

8月中は水遊びやっています！ 

子育ての悩みは突然やってくる！ 

昨日まで食べていたものを食べなくなった。夜泣

きをするようになった。イヤイヤ期が始まった。

いろんな悩みがあると思いますが、明日からこう

なります！と予告なしにやってきますよね。 

センターで他のお子さんの様子や対応を聞いて、

情報や予備知識があるのは強み！！我が子に同じ

状況がやってきた時に、「あ！あの時の！」「うち

も同じだ」と同じ悩みでも冷静に、大きな心で対

応できるかもしれませんね。 

備えあれば憂いなし！お母さん同士、情報交換を

しに、センターへ遊びにきてくださいね。 



 

水遊び 楽しいよ！ 

毎日、気温の高い日が続いていますね。涼しさを感じていただけるよう、今年も水遊びを始めました！シ

ャボン玉遊びや金魚すくい、シャワーの水に触れる、カップで水をすくって流すなど、いろいろな様子がう

かがわれます。ママや友だちと一緒に水の気持ちよさを感じながら楽しんでいます！水遊びは８月末まで

できます。おもしろい！気持ちいい！をたくさん感じて、一緒に楽しみましょう♪ 

 

 

 
 

シャボン玉いっぱい！ 
上手にできたね♪ 

 

水をすくって、ジャー 
友だちと一緒に楽しいね！ 

アヒルさんも気持ちよさそう♪ 

金魚さん、つかまえた‼ 
シャワーから流れてくるお水、 

冷たくて気持ちいい～！ 

《誤飲に気をつけましょう！！》 
「誤飲」は、０～3歳の小さな子どもに多い事故です。子どもは５～６ヶ月頃から手に掴んだ物を何で

も口に持っていくようになります。これは発達段階で自然な行動なのですが、子どもはのどが狭く、飲み

込んだり、吐き出したりする力が弱いため、口に入れた物でのどを詰まらせ、窒息を起こすこともありま

す。また誤飲した物によっては、命に関わることもあります。 

頻度が高く、危険度が高いものとして「タバコ」「医薬品」「ボタン電池」「ピーナッツなどの豆類」が

あります。最近ではゴミ箱に捨ててあった加熱式タバコのスティックをなめたり、口にいれたりしていた

という事例が多くあるそうで、国民生活センターが注意喚起をしています。 

 

小さな子どもの口の大きさは直径約４ｃｍ（トイレットペーパーの芯の直径とほぼ同じ）。これより小

さくて口に入るものは何でも誤飲や窒息原因になる可能性があります。 

※子どもが口に入れて危険なものは、手の届かない・目に触れない場所に置きましょう。子どもは予想外

のことをします。「このくらいの年齢ならもう口にしないだろう」「触ったことがないから大丈夫」では

なく、再度ご家庭を見渡し、危険な物はないかチェックしてみましょう！ 

 

 


